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た
」
な
ど
と
、
府
民
の
運
動
と
党
議
員
団

の
追
及
に
お
さ
れ
て
実
現
し
て
き
た
内
容

を
な
ら
べ
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
消

費
税
増
税
に
つ
い
て
は
、「
公
的
サ
ー
ビ
ス

を
ま
か
な
う
租
税
の
負
担
水
準
の
議
論
は
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
あ
り
方
と
表
裏

一
体
の
も
の
で
、
負
担
の
嵩
だ
け
を
議
論

す
る
の
は
一
面
的
」
と
、
事
実
上
、供
消
費

税
増
税
や
む
を
得
な
い
僑
と
す
る
立
場
を

表
明
し
ま
し
た
。

高
齢
者
、障
害
者
へ
の
負
担
増
は

許
さ
れ
な
い

　
府
独
自
の
老
人
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
老
）
の
改
悪
や
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
の
実
施
な
ど
、「
高
齢
者
へ
の
新
た
な

負
担
増
、
医
療
制
度
の
大
改
悪
は
行
う
べ

　
加
味
根
議
員
は
冒
頭
、「
参
議
院
選
挙
は
、

国
民
が
自
民
党
・
公
明
党
の
政
治
に
ノ
ー

の
審
判
を
下
す
歴
史
的
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
」
と
強
調
。
京
都
府
内
で
も
パ
ー
ト

や
派
遣
社
員
、
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
な

ど
貧
困
が
拡
大
す
る
中
、「
示
さ
れ
た
民
意

「「「「「「「「「「
格格格格格格格格格格
差差差差差差差差差差
とととととととととと
貧貧貧貧貧貧貧貧貧貧
困困困困困困困困困困
」」」」」」」」」」
たたたたたたたたたた
だだだだだだだだだだ
しししししししししし
、、、、、、、、、、
府府府府府府府府府府
民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生

「
格
差
と
貧
困
」
た
だ
し
、
府
民
生
活活活活活活活活活活活

とととととととととと
中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業
のののののののののの
支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援
にににににににににに
全全全全全全全全全全
力力力力力力力力力力

と
中
小
企
業
の
支
援
に
全
力
ををををををををををを

に
こ
た
え
、
格
差
と
貧
困
を

た
だ
す
べ
き
」
と
知
事
の
基

本
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
知
事
は
、「
府

政
に
お
い
て
も
、
乳
幼
児
医

療
費
助
成
の
対
象
者
を
小
学

生
（
小
学
校
入
学
前
）
ま
で

大
幅
に
拡
大
し
、
全
国
に
先

駆
け
て
障
害
者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
負
担
軽
減
措

置
を
講
じ
て
き
た
」「
医
師
確

保
対
策
に
全
力
を
あ
げ
て
き

加味根 史朗 議員
（右京区）

９月２５日

き
で
な
い
」
と
た
だ
し
た
加
味
根
議
員
。

　
知
事
は
、「
府
と
し
て
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
負
担
が

過
度
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
従
来
か
ら

国
に
対
し
提
案
・
要
望
し
て
き
た
」
と
答

弁
。
マ
ル
老
に
つ
い
て
も
、「
国
の
動
向
を

し
っ
か
り
見
極
め
る
」「
そ
の
上
で
共
同
し

て
い
る
市
町
村
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
府
議

会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
対
応
案
を
決

定
」
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
、

加
味
根
議
員
は
「
参
議
院
選
挙
の
結
果
を

受
け
、
応
益
負
担
の
制
度
を
な
く
し
て
い

く
可
能
性
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
も
と
で
、

知
事
も
応
益
負
担
反
対
の
立
場
に
立
ち
、

制
度
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
追
及
。
し
か
し
、
知
事
は
「
低

所
得
者
も
含
め
て
障
害
者
の
皆
様
が
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
体

制
に
つ
い
て
国
に
求
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
加
味
根
史
朗
議
員
は
九
月
二
十
五
日
、
京
都
府
議
会
九
月
定
例
会
の
本
会
議
で
代
表
質
問
を
行
い
、
山
田
啓
二
知

事
に
高
齢
者
医
療
の
助
成
拡
充
や
障
害
者
「
自
立
支
援
」
法
の
応
益
負
担
の
撤
回
、
京
都
府
北
・
中
部
地
域
の
中
小

企
業
支
援
の
強
化
な
ど
を
迫
り
、「
京
都
府
の
知
事
と
し
て
、
貧
困
を
た
だ
し
府
民
生
活
と
中
小
企
業
を
守
る
べ
き
」

と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
府
に
隣
接
す
る
高
浜
原
発
の
調
査
を
ふ
ま
え
、
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
・
安
全
対
策
の
抜

本
的
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

参
院
選
挙
で
示
さ
れ
た「
構
造
改
革
」

路
線
ノ
ー
の
審
判
。 福
祉
・
暮
ら
し
を

守
る
府
政
運
営
に
転
換
せ
よ
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府
北
・
中
部
地
域
の
 

中
小
企
業
支
援
の
強
化
を

　
加
味
根
議
員
は
、
綾
部
市
の
地
域
経
済

対
策
本
部
に
よ
る
「
事
業
所
実
態
調
査
」

の
例
な
ど
を
あ
げ
、
新
し
く
発
足
し
た

「
北
部
産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
綾
部
」の

体
制
強
化
、
工
業
団
地
へ
の
誘
致
企
業
と

地
元
の
既
存
企
業
と
の
交
流
促
進
、
中
小

企
業
の
後
継
者
養
成
・
正
社
員
化
へ
の
支

援
策
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
綾
部
で

の
「
依
頼
試
験
」
に
つ
い
て
、「
今
後
、
地

元
と
協
議
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
企
業
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
後
継
者
養
成
に
つ
い
て
、
知
事
は
「
国

に
お
い
て
い
ま
検
討
さ
れ
て
い
る
新
た
な

　今回の代表質問のテ
ーマの一つは、参院選
で国民がノーの審判を
下した「構造改革」路線を京都に持ちこんで
きた府政の見直しを迫ること。知事の答弁は、
開き直りというより、民意を意識しての釈明
でした。
　知事が「府民の目線で」やってきたとした
のは、子どもの医療費助成の拡大、障害者へ
の負担軽減、正規雇用拡大の条例化、「借換融
資」など。これらはすべて府民のたたかいの
中で知事がやらざるを得なくなったものばか
り。負担増と弱肉強食でなく、府民の願いに
こたえる府政こそ必要であると事実上認めた
答弁でした。
　しかし、高齢者の負担が限界なのに、府独
自の老人医療費助成制度を、国の負担増にあ
わせ２割負担にしようとしていることは重大
です。「国の（凍結の）動きを見極めて検討す
る」としていますが、きっぱりやめるべきで
す。府民のみなさんと一緒にたたかいたいと
思います。 〈加味根〉

奨
励
金
制
度
等
の
活
用
も
含
め
、
中
小
企

業
の
人
材
育
成
や
正
社
員
化
・
常
用
雇
用

化
に
む
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
加
味
根
議
員
は
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
の
教
訓
に
た
っ
て
、

福
井
県
の
原
発
群
の
隣
接
県
と
し
て

京
都
府
の
地
震
防
災
対
策
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
問
題
、
ま
た
、
山
城
通

学
圏
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
具
体

的
に
紹
介
し
、
競
争
主
義
教
育
を
い

っ
そ
う
深
刻
に
す
る
京
都
市
・
乙
訓

地
域
の
高
校
入
試
選
抜
制
度
の
問
題

に
つ
い
て
、
知
事
や
教
育
長
の
所
見

を
厳
し
く
た
だ
し
ま
し
た
。

質問を終えて

　９月議会がはじまると同時に、建設常任委員である私
あてに、相次いで「土木関係業者から悲鳴が上がってい
る」との訴えが届けられた。台風などの災害復旧が一段
落して、仕事がない上に、「遠い地域からも、入札に参加
してきて、地元業者が仕事を取れない。取れても赤字覚
悟になる」とのことである。建設常任委員会では、他会
派の議員からも次々に同様の声が紹介された。地域経済
にも影響が及んでいる。もし、災害があったときに、復
旧作業ができる業者が地元になくなっていたなどという
ことになりかねない。
　地域経済対策として、生活関連の公共事業に予算を重
点配分することや、入札制度の改善、公契約条例の制定、
住宅改修助成など、中小建設・土木業者の仕事おこしが
必要である。

　今議会で府教委は府内の全小、中学校の学級規模を３０
人程度で編成できるよう検討することを明らかにしまし
た。これまで毎年府議会に少人数学級を求める署名が寄
せられ、昨年の１２月議会には３万筆を超える署名が集ま
っています。私たち府会議員団は毎回署名の紹介議員と
して論戦を行ってきました。自民党の議員などは「僕た
ちの時代は５０人が１クラスだった、少人数学級は必要な
い」と反対をし、請願は否決されてきましたが、粘り強
い運動と共産党議員団の独自の調査や論戦で府政が動き
ました。
　京都市域も対象になります。今後ともすべての子ども
たちに行き届いた教育をすすめるために、全力でがんば
ります。

梅木 紀秀（左京区）

生活関連の公共事業で
中小業者の仕事おこしを

山内 佳子（南区）

署名の力で少人数学級
に一歩前進 ! !



4NONOVV.200.20077●●府会だよ府会だよりり

９
月
　
・
　
日

２７

２８

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
急
ぎ
、制
度
の
充
実
を

学
校
施
設
の
耐
震
化
も
急
げ

　
前
窪
議
員
は
、
耐
震
改
修
助
成
問
題
に
つ
い
て
、
耐
震

改
修
を
進
め
る
う
え
で
、
か
な
り
の
自
己
資
金
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
府
が
今
年

度
創
設
し
た
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、

市
町
村
実
施
へ
の
補
助
だ
が
、
今
年
度
の
実
施
見
込
み
が

二
市
の
み
だ
と
述
べ
て
、「
実
施
困
難
な
市
町
村
を
支
援
し

制
度
の
普
及
を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。
土
木
建

築
部
長
は
「
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。
前
窪
議
員
は
ま
た
、
工
事
費
の
上
限
や
要
件

で
あ
る
密
集
住
宅
地
の
緩
和
な
ど
、
補
助
の
対
象
条
件
を

広
げ
て
使
い
や
す
い
制
度
に
改
善
を
図
る
べ
き
だ
と
迫
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
遅
れ
て
い
る
学
校
施
設
の
耐
震
改
修
に
つ
い

て
、
〇
七
年
度
の
耐
震
化
率
が
小
中
学
校
で
六
六
％
、
府

立
高
校
で
六
一
％
で
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
避
難
先
の

体
育
館
が
被
災
し
た
こ
と
も
考
え
る
と
、
改
修
は
ま
っ
た

な
し
と
指
摘
、
地
域
間
格
差
が
大
き
く
、
市
町
村
と
も
協

力
し
て
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
持
ち
込
み
産
業
廃
棄
物
の
撤
去
を

　
天
ケ
瀬
ダ
ム
再
開
発
放
流
の
危
険
性

　
城
陽
市
の
山
砂
利
採
取
跡
地
へ
の
産
廃
持
込
問
題
に
つ

い
て
、
持
ち
込
ま
れ
た
産
廃
の
完
全
撤
去
を
求
め
る
と
と

も
に
、
山
砂
利
を
深
く
掘
り
つ
く
し
て
は
埋
め
戻
し
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
い
つ
ま
で
つ
づ
け
る
の
か
、
終
結
を
展

望
し
、
転
換
を
は
か
る
べ
き
と
要
求
。
地
下
水
の
安
全
に

不
安
が
あ
る
な
か
で
、
土
壌
調
査
を
実
施
し
、
汚
染
原
因

を
究
明
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
治
市

笠
取
の
採
石
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
、
能
勢
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

処
理
土
に
つ
い
て
、
早
急
に
全
量
を
撤
去
さ
せ
る
よ
う
迫

り
ま
し
た
。

　
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
原
案
の
問
題
点
や
天
ケ
瀬
ダ

ム
再
開
発
問
題
で
は
、
毎
秒
千
五
百
ト
ン
の
放
流
に
よ
る

危
険
性
を
指
摘
し
、
府
が
国
土
交
通
省
近
畿
整
備
局
や
淀

川
水
系
流
域
委
員
会
に
意
見
を
あ
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

第
一
級
の
発
見
、「
太
閤
堤
」
の
保
存
を

　
今
回
、
宇
治
川
に
か
か
わ
っ
て
、
宇
治
川
右
岸
で
発
掘
さ

れ
た
大
規
模
な
護
岸
遺
跡
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
現

地
説
明
会
も
開
催
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
こ
の

護
岸
は
、
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
城
築
城
の
際
に
築
い
た
「
太
閤

堤
」
の
一
部
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
十
六
世
紀
末
、
宇
治
川
を
付
け
替
え
て
、
伏
見
城
へ
導
い

た
秀
吉
の
大
事
業
の
一
部
が
姿
を
現
し
た
も
の
で
、
宇
治
市

教
委
は
、「
当
時
の
大
規
模
な
治
水
の
実
像
を
具
体
的
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
第
一
級
の
発
見
」

と
し
て
い
ま
す
。

前窪 義由紀議員
（宇治市・久御山町）

城陽、宇治

上原 裕見子議員
（伏見区）

質
問
を
終
え
て

　
こ
の
発
掘
現
場
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
何
と
か
保
存
で
き
な
い
か
」
の
声
も
次
々

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
府
と
し
て
、
宇
治
市
と
も
連
携
し
、

史
跡
指
定
や
保
存
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 　〈
前
窪
〉

生
活
保
護「
辞
退
届
強
要
し
な
い
」 

の
答
弁
引
き
出
す

　
上
原
議
員
は
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
質
問
。
町
役
場
で

「
こ
こ
に
は
申
請
用
紙
は
置
い
て
な
い
。
府
の
振
興
局
の

保
健
所
へ
行
っ
て
く
れ
」
と
対
応
さ
れ
た
例
や
、
宇
治
市

で
保
護
受
給
者
が
休
業
保
障
を
受
け
た
こ
と
を
も
っ
て
保

護
の
辞
退
届
を
求
め
ら
れ
た
例
、
八
幡
市
で
保
護
受
給
者

の
息
子
が
仕
事
に
つ
か
な
い
と
し
て
、
事
前
に
通
知
も
な

く
世
帯
分
離
さ
れ
保
護
費
を
減
額
さ
れ
た
例
な
ど
、
府
内

の
具
体
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
知

事
に
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

①
申
請
権
を
保
障
す
る
た
め
各
自
治
体
の
窓
口
に
申
請
用

紙
を
配
置
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
つ
け
る
こ
と
。

②
府
と
し
て
辞
退
届
の
実
態
を
調
査
し
、
市
町
村
に
辞
退

届
の
強
要
を
し
な
い
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
。

③
過
度
な
就
労
指
導
を
是
正
し
、
丁
寧
な
自
立
支
援
を
行

う
こ
と
。

④
老
齢
加
算
・
母
子
加
算
を
も
と
に
も
ど
す
よ
う
国
に
求
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め
る
こ
と
。

　
知
事
は
、
受
給
者
の
実
情
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な

制
度
運
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
地
方
と
の
協
議
の
場
を

も
ち
、
国
民
の
理
解
を
得
て
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
十
分
機
能
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
国
に
強

く
要
請
す
る
と
答
弁
。

　
和
田
保
健
福
祉
部
長
は
、「
府
保
健
所
や
市
福
祉
事
務
所
、

市
町
村
役
場
の
相
談
窓
口
へ
申
請
用
紙
を
配
置
し
、
速
や

か
に
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る
」「
辞
退
届
は
自
ら
の
意
思

に
基
づ
い
て
任
意
に
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
強
要
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
辞
退
届
の
み
で
保
護
を

廃
止
す
べ
き
で
は
な
く
、
世
帯
の
実
態
に
十
分
留
意
す
る

こ
と
を
府
と
し
て
あ
ら
た
め
て
文
書
で
徹
底
し
た
」「
今
後

さ
ら
に
、
辞
退
届
の
取
り
扱
い
の
実
態
把
握
も
含
め
、
適

正
な
運
用
を
徹
底
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

（
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
文
書
に
よ
る
徹
底
は
「
他
府
県

で
は
聞
い
て
い
な
い
」
と
い
う
異
例
の
も
の
で
す
）

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
伏
見
区

西
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
次
に
上
原
議
員
は
、
日
本
共
産
党
久
我
支
部
が
取
り
組

ん
だ
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
要

望
を
取
り
上
げ
質
問
。

　
警
察
本
部
長
か
ら
、
府
道
水
垂
上
桂
線
の
道
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
と
連
携
し
、
道
路
改
良
に

あ
わ
せ
た
総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
、

子
ど
も
の
安
全
対
策
と
し
て
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

を
導
入
す
る
な
ど
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
九
月
議
会
で
、
初
め
て
本
会
議
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
で
示
し
た
日
本
共
産
党
の
政
策
「
福
祉
一
兆
円

質
問
を
終
え
て

府
民
合
意
も
教
職
員
の
合
意
も
な
い

府
立
二
大
学
の
独
立
法
人
化
は
撤
回
を

　
山
内
議
員
は
、
府
立
大
と
府
立
医
大
の
法
人
化
に
つ
い

て
質
問
。
す
で
に
法
人
化
し
て
い
る
国
公
立
大
学
の
例
を

示
し
、
国
や
自
治
体
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
運
営
交
付
金
」

が
減
ら
さ
れ
て
研
究
な
ど
に
し
わ
寄
せ
が
で
て
い
る
こ
と
、

教
職
員
や
教
授
会
の
意
見
を
反
映
す
る
場
が
な
く
な
り
、

大
学
の
自
治
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
今
議
会
に

提
案
さ
れ
て
い
る
法
人
の
定
款
で
も
経
営
審
議
会
の
委
員

の
半
数
以
上
を
外
部
か
ら
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
横
浜
市
立
大
附
属
病
院
な
ど
で
は
民
間
委
託
推
進
、

人
員
削
減
な
ど
で
公
的
病
院
の
役
割
が
果
た
せ
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
府
民
の
合

意
も
教
職
員
の
合
意
も
な
い
法
人
化
の
撤
回
を
要
求
し
、

大
学
の
自
治
や
学
問
の
自
由
の
保
障
、
教
授
会
や
教
職
員

の
意
思
の
反
映
、
さ
ら
に
運
営
交
付
金
の
確
保
、
授
業
料

減
免
制
度
の
存
続
、
府
立
医
大
附
属
病
院
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
こ
と
な
ど
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

学
費
軽
減
、学
力
テ
ス
ト
中
止
、　

Ｊ
Ｒ
の
安
全
対
策

　
次
に
、「
高
い
学
費
」
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
の
大
学
の

学
費
が
外
国
に
比
べ
て
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
「
高
い
学
費
」
の
解
消
が
必
要
と
指
摘
。
奨
学
金

制
度
の
充
実
、
無
利
子
貸
し
付
け
の
拡
大
を
国
に
求
め
つ

つ
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
府
立
高
校
と
看
護
学
校

の
学
費
値
上
げ
は
す
べ
き
で
な
い
と
迫
り
ま
し
た
。
教
育

長
は
値
上
げ
の
撤
回
を
拒
否
、「
学
校
の
運
営
が
受
益
者
で

あ
る
生
徒
の
負
担
と
府
民
の
税
金
で
な
り
た
っ
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
に
関
し
て
、
予
備

テ
ス
ト
な
ど
特
別
対
策
を
と
っ
て
い
た
八
幡
市
の
例
を
取

り
上
げ
、
教
育
の
目
的
を
ゆ
が
め
、
子
ど
も
を
競
争
に
か

り
た
て
る
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
今
後
中
止
す
べ
き
と

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

問
題
で
は
、
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
る
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅

や
西
大
路
駅
の
ホ
ー
ム
柵
の
設
置
を
強
く
要
求
。
一
日
乗

降
客
数
が
三
万
人
を
超
え
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
階
段
昇
降
機
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
Ｊ
Ｒ
西
大

路
駅
に
つ
い
て
、
京
都
市
や
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
い
早
急

に
段
差
解
消
等
の
措
置
を
求
め
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
」。
そ
の
関
連
で
生
活
保
護
に
つ
い
て
全
面
的
に
展

開
し
ま
し
た
。
折
し
も
選
挙
直
前
に
、
北
九
州
市
で
保
護
廃

止
に
な
っ
た
男
性
の
孤
独
死
事
件
が
発
生
し
、「
京
都
府
で
は

絶
対
に
お
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
辞
退
届
の
強
要
は
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
徹
底
す
べ
き
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
保
健
福

祉
部
長
は
「
強
要
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
辞
退

届
の
み
を
も
っ
て
、
保
護
を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
。
府
と

し
て
、
あ
ら
た
め
て
文
書
で
徹
底
し
た
と
こ
ろ
」
と
答
え
ま

し
た
。

　
ま
た
、
母
子
加
算
・
老
齢
加
算
の
廃
止
に
つ
い
て
「
府
は

も
と
に
も
ど
す
よ
う
国
に
要
望
を
」
と
の
質
問
に
、
知
事
は

「
最
近
国
の
動
き
は
財
政
的
な
背
景
が
多
い
、
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
十
分
機
能
す
る
よ
う
強
く
要
請
を
し

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。 

〈
上
原
〉

山内 佳子議員
（南区）
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松尾 　孝（伏見区）

開発行為の規制などを
徹底せよ

　９月府会で絶滅危惧種などの希少生物保全条例が決ま
りました。生物の多様性保持は良好な地球環境を守って
いく上で人類的課題となっています。
　条例は、①保全すべき種を指定し、捕獲・採取を禁止
する、②保全地区を指定し、開発を規制する、③保全・
回復のためのＮＰＯや地域住民との協力体制確立―など
ですが、中心は開発規制です。私は委員会審議の中でこ
の点を特に強調しました。
　この夏、淀川工事事務所木津川出張の不注意から絶滅
危惧種のレンリソウが業者によって刈り取られ焼却され
るという事態が起こりました。
　私はこの事例を指摘し、条例運用に当たっては府自ら
が保全に万全を期すよう強く求めました。

光永 敦彦（左京区）

運動と論戦で
政治を動かした議会

　今議会は、まさに「政治的激動」の中で行われただけ
に、様変わりの様相を呈しました。
　本会議では、自民党議員から中小企業の窮状や農山村
の大変さなどを示し、京都府の役割について知事に問う
ものまで飛び出しました。また、生活保護の辞退届の強
要を許さない「指示文書」の発行や３０人学級へ道をさら
に開くなど、運動と論戦でも大いに攻める中、「政治が動
く」ことを実感する議会でした。
　「政治とカネ」の問題でも、府民に分かりやすい議会の
あり方検討分科会の一員として、他会派とも議論を重ね、
政務調査費の全面公開の見通しを切り開くことができま
した。
　秋は後期高齢者医療制度をはじめとした医療・社会保
障を守る大攻勢をかけるとともに、市長選挙勝利に力を
つくします。

　政府は、都道府県の生後２０カ月齢以下の牛のＢＳＥ
検査国庫補助を打ち切ることを決定しました。京都府

が政府に継続を求めることは当然ですが、もし政府が予定通り打ち切っ
た場合、府として独自に検査を継続させることは府民の願いです。府内
の２０カ月齢以下で検査対象になるのはわずか１２頭で費用も全体で１０万円
程度だというのに、「府として検査の独自助成を行うべき」との私の求め
に農林水産部長が明確に答えなかったのは問題です。引き続き、府の独
自助成とともに、まず政府の責任で全頭検査を継続させるために全力で
がんばります。
　その他、委員会では絶滅のおそれのある野生生物保全条例案、カシノ
ナガキクイムシ対策、発達障害者支援、介護保険問題について質問しま
した。 〈西脇〉

討論を終えて

西脇　郁子 議員
（下京区）

　
西
脇
議
員
は
、
日
本
共
産
党
提
案
の
「
テ
ロ

特
措
法
の
延
長
及
び
同
趣
旨
の
新
法
制
定
に
反

対
す
る
意
見
書
（
案
）」、「
障
害
者
自
立
支
援
法

の
応
益
負
担
撤
回
な
ど
抜
本
的
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）」
な
ど
九
意
見
書
案
を
は
じ

め
計
十
五
意
見
書
案
に
つ
い
て
賛
成
、
自
民
党

提
案
の「
教
科
書
検
定
に
関
す
る
意
見
書（
案
）」

に
反
対
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
沖
縄
戦
の
「
集
団
自
決
」
に
対

し
、
軍
の
命
令
・
強
制
・
誘
導
等
の
表
現
が
検

定
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
問
題
に
か
か
る
二
意
見

書
案
に
つ
い
て
は
、
公
明
党
が
両
案
に
賛
成
し

た
こ
と
か
ら
、
と
も
に
可
決
。
民
主
党
提
案
の

「
沖
縄
戦
に
関
す
る
教
科
書
検
定
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
（
案
）」
は
、
検
定
意
見
の
撤
回

と
軍
の
強
制
記
述
の
回
復
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
わ
が
党
議
員
団
も
賛
成
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
対
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
自
民
党
案
は
、

「
集
団
自
決
」
に
つ
い
て
「
日
本
軍
の
命
令
が

あ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
す
る
意
見
と

「
軍
の
関
与
な
し
に
起
こ
り
え
な
か
っ
た
」と
す

る
意
見
が
あ
り
、「
今
後
の
調
査
」
が
必
要
と
す

る
も
の
で
、
西
脇
議
員
は
、
十
一
万
人
集
ま
っ

た
沖
縄
県
民
大
会
の
決
議
を
示
し
、「
歴
史
の
真

実
と
沖
縄
の
心
に
そ
む
く
も
の
だ
」
と
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

意
　
見
　
書
　
討
　
論

最終本会議 ９月５日
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原田　　完 議員
（中京区）

　
原
田
議
員
は
、
府
提
出
の
「
公
立
大
学
法
人

評
価
委
員
会
条
例
案
」
と
「
公
立
大
学
法
人
の

定
款
案
」、「
府
立
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
一

部
改
正
案
」
の
三
件
に
反
対
し
、
そ
の
他
に
賛

成
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
府
立
大
、
府
立
医
大
の
独
立
行
政
法
人
化
を

進
め
る「
大
学
法
人
評
価
委
員
会
条
例
案
」、「
定

款
制
定
案
」
に
つ
い
て
、
法
人
化
に
よ
る
経
営

合
理
化
で
教
育
や
研
究
に
支
障
を
き
た
す
問
題

を
指
摘
。「
府
の
財
政
的
責
任
を
放
棄
す
る
も

の
だ
」
と
批
判
。「
府
民
も
教
職
員
も
合
意
し
て

い
な
い
独
立
行
政
法
人
化
は
二
大
学
の
歴
史
に

大
き
な
汚
点
を
残
す
」
と
し
て
、
反
対
し
ま
し

た
。「
府
立
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
一
部
改

正
案
」
に
つ
い
て
は
、
府
民
生
活
が
厳
し
い
な

か
、
府
立
高
校
、
府
立
看
護
学
校
の
授
業
料
を

値
上
げ
す
る
こ
と
は
、「
国
い
い
な
り
」
で
あ
り

「
到
底
許
せ
な
い
」
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　「
平
成
十
九
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正
予

算
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
し
ま
し
た
が
、
い
く

つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
要
望
し
ま
し
た
。

医
師
確
保
対
策
で
は
、
北
部
の
医
療
体
制
の
い

っ
そ
う
の
充
実
を
求
め
る
と
と
も
に
、
南
部
地

域
へ
の
対
策
を
急
ぐ
よ
う
要
求
。
企
業
誘
致
予

算
で
は
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
に
原
油
高
騰
の
影
響
、

営
業
実
態
の
全
事
業
所
調
査
を
行
う
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。「
京
の
稲
作
担
い
手
緊
急
支
援
事

業
」
で
は
、
農
業
機
械
の
導
入
補
助
に
つ
い
て

賛
成
し
つ
つ
、
そ
の
目
的
が
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
へ
の
加
入
促
進
で
あ
る
問
題
を
指
摘
。

「
米
価
の
下
支
え
な
ど
、
本
当
に
役
立
つ
農
業

振
興
策
を
講
じ
よ
」
と
求
め
ま
し
た
。

新井 　進（北区）

テレビが見られない
地域つくってよいのか？

　２０１１年にテレビのアナログ放送が打ち切られ、デジタ
ル放送に全面的に変えられようとしています。デジタル
放送はきれいで、さまざまな情報をたくさん送れると盛
んに宣伝されていますが、その片方でテレビが見られな
い地域が生まれ、政府が発表した資料では京都で最大
１３６００世帯ほどが見られません。しかも共聴アンテナの
設置に１戸７０万円もかかります。「これは国の責任で解
決すべきではないか？」と質問すると理事者も「電波を
管理している国が方針を変えたのですから、当然国が責
任を負うべき」と答弁。デジタル放送で大もうけするの
は家電メーカーです。中山間地域に住む高齢者が「孫が
携帯電話も通じないといって遊びに来てくれない。今度
はテレビも映らないなどとんでもない」と言っておられ
ましたが、中山間地域切捨てが、ひどすぎます。

迫　 祐仁（上京区）

大型店の出店規制で
商店街を守れ

　連日、府民の運動と私たちの議会活動が政治を動かし
ていることを実感する日々でした。
　わが党議員の質問に京都府が「生活保護制度の適正な
運営について」と題した指示文書を出し、適切な窓口対
応や、「辞退届」による保護の廃止を行わないように求め
ていることが明らかになりました。また、国民的課題の
格差と貧困の打開に対して知事も「子どもの就学援助、
医師不足、青年雇用と頑張ってきた」と答弁しなければ
ならないほど、追い込んできています。
　私は、京都駅周辺の大型店の出店が府内の小売店、商
店街に大きな影響が出る。府が出店を規制する手を打つ
べきだと要求してきました。これからも地域の人々の声
をしっかりとつかみ奮闘していきたいと思います。

議
　
案
　
討
　
論

　府道路交通規則の改正により、これまで駐車規制
除外の対象であった下肢不自由３級の２以下など

の障がい者が、除外対象から外されることになった。障がい者団体の
皆さんの声を聞き、警察委員会で追及。警察本部も「今後の推移を見
ながら対応したい」と答えざるを得なくなった。今後もみなさんの声
を議会に届け、早急な見直しのために頑張ります。
　特別委員会では、京友禅・和装伝統産業問題で、原油価格高騰の影
響で厳しい現状を明らかにして、積極的な支援を求めてきました。大
企業には誘致補助金１３億円の大盤振る舞い、和装伝統産業には匠の公
共事業８００万円、雀の涙のような支援です。
　今、弱者への痛み押しつけ、格差社会の是正が大きな社会問題です。
行政の責任で問題解決をはかるため、全力をつくします。 〈原田〉

討論を終えて
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怯
代
表
質
問
　
梅
木
 紀
秀
　
６
月
　
日
　

２２

○
「
消
え
た
年
金
」
問
題
、
国
の
責
任
で
早
急
に
解
決
す

る
よ
う
求
め
よ

○
住
民
税
の
増
税
に
つ
い
て
　
市
町
村
と
協
議
し
生
活
困

窮
者
へ
の
救
済
措
置
の
検
討
を

○
国
保
料
を
引
き
下
げ
、
生
活
困
窮
者
か
ら
保
険
証
を
取

り
上
げ
ぬ
よ
う
、
市
町
村
に
「
通
知
」
し
、
適
正
な
運

用
に
つ
い
て
市
町
村
に
助
言
せ
よ

○
軍
事
費
を
削
っ
て
、
い
の
ち
・
く
ら
し
・
地
域
を
守
る

予
算
へ
ま
わ
せ

○
青
年
の
労
働
実
態
を
本
格
的
に
調
査
し
、
最
低
賃
金
引

上
げ
を
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
よ

○
乙
訓
二
市
一
町
の
府
営
水
道
問
題
に
つ
い
て

○
農
業
、
農
村
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
町
村
や
農
業
団
体

等
と
相
談
し
、
農
家
を
守
る
対
策
を
と
れ

○
中
川
泰
宏
衆
院
議
員
が
会
長
を
務
め
る
京
都
農
協
に
か

か
わ
る
問
題
に
つ
い
て

○
日
本
青
年
会
議
所
が
作
製
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
誇
り
」
に
つ
い
て

○
山
城
通
学
圏
の
「
通
学
圏
の
拡
大
と
単
独
選
抜
」
に
つ

い
て

○
京
都
市
・
乙
訓
地
域
の
公
立
高
校
入
学
者
選
抜
制
度
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
保
護
者
や
教
師
、
広
範
な
府
民
参

加
で
議
論
せ
よ

○
憲
法
九
条
守
り
、
安
倍
首
相
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

に
つ
い
て
の
解
釈
変
更
を
許
す
な

怯
一
般
質
問
　
西
脇
 郁
子
　
６
月
　
日
　

２５

○
コ
ム
ス
ン
問
題
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
制
度
へ
の
公
的

責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る

○
介
護
ベ
ッ
ド
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
の
状
況
を
把
握
せ

よ
○
介
護
用
具
は
従
来
ど
お
り
ケ
ア
マ
ネ
の
判
断
で
貸
与
す

べ
き
。
京
都
府
独
自
に
貸
与
へ
の
支
援
実
施
を

○
療
養
病
床
の
削
減
と
転
換
の
問
題
に
つ
い
て
。
京
都
府

で
四
千
九
百
床
の
療
養
病
床
を
削
減
し
て
今
後
対
応
で

き
る
の
か

○
京
都
府
知
事
と
し
て
療
養
病
床
削
減
の
白
紙
撤
回
を
国

に
要
求
せ
よ

○
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
対
策
に
つ
い
て
。
苦
痛

が
軽
減
さ
れ
、
快
適
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
実
効

性
あ
る
取
組
み
を
。
各
学
校
に
温
水
シ
ャ
ワ
ー
設
置
が

計
画
的
に
す
す
む
よ
う
支
援
を

怯
一
般
質
問
　
迫
　
 祐
仁
　
６
月
　
日
２５

○
和
装
伝
統
産
業
問
題
に
つ
い
て
、
下
落
す
る
生
産
量
、

下
が
る
単
価
、
相
次
ぐ
関
係
者
の
自
殺
。
深
刻
な
実
態

直
視
し
、
府
は
和
装
伝
統
産
業
に
支
援
を

○
緊
急
の
仕
事
確
保
、
出
機
の
工
賃
の
改
善
、
後
継
者
問

題
、
道
具
の
確
保
経
営
を
支
え
る
融
資
制
度
の
充
実
、

相
談
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
西
陣
産
業
の
集
積
地
に

○
迎
賓
館
の
警
備
で
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
。
過
剰
な

警
備
や
め
る
べ
き

怯
一
般
質
問
　
光
永
 敦
彦
　
６
月
　
日
２６

○
「
医
療
難
民
」
を
生
み
出
す
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
、
払
え
る
保
険
料
へ
、
国
へ
財
政
支
援
求
め
、

府
と
し
て
対
策
を

○
「
特
別
支
援
教
育
」
の
充
実
へ
、
す
べ
て
の
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
条
件
整
備
と
教
員
配
置
を

○
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
身
近
で
温
か
い
支
援
と
し
て
、

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
育
成
と
配
置
を

○
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
根
本
的
な
検
証
を

行
い
、
学
校
間
競
争
を
求
め
る
な

恐
意
見
書
討
論
　
加
味
根
史
朗
　
７
月
３
日

○
自
民
・
公
明
提
案
の
年
金
問
題
に
関
す
る
国
民
の
不
安

の
早
期
解
消
を
求
め
る
意
見
書
案
、
自
民
・
民
主
・
公

明
提
案
の
地
方
の
道
路
整
備
の
安
定
的
財
源
確
保
に
関

す
る
意
見
書
案
の
二
件
に
反
対
し
、
そ
の
他
十
二
件
の

意
見
書
案
に
賛
成
す
る
討
論

○
「
消
え
た
年
金
」
に
関
す
る
意
見
書
案
に
つ
い
て

○
年
金
問
題
、
住
民
税
の
大
増
税
に
関
す
る
意
見
書
案
に

つ
い
て

○
国
民
皆
保
険
な
ど
医
療
制
度
に
か
か
わ
る
意
見
書
案
に

つ
い
て

○
日
・
豪
経
済
連
携
協
定
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す

る
意
見
書
案
に
つ
い
て

○
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書
案
に
つ
い
て

○
共
産
党
提
案
の
自
衛
隊
に
よ
る
国
民
監
視
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
案
に
つ
い
て

恐
議
案
討
論
　
光
永
 敦
彦
　
７
月
３
日

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
京
都

府
財
産
条
例
の
一
部
改
正
、
警
察
本
部
組
織
条
例
の
一

部
改
正
の
議
案
三
件
に
つ
い
て
反
対
し
、
他
の
十
件
に

賛
成
す
る
討
論

○
「
京
都
府
子
育
て
支
援
条
例
」
に
つ
い
て

○
「
京
都
府
鴨
川
条
例
」
つ
い
て

○
「
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
」
の
件

に
つ
い
て

○
「
警
察
本
部
組
織
条
例
一
部
改
正
」
に
つ
い
て

６
月
定
例
議
会
で
と
り
あ
げ
た
テ
ー
マ
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京
都
市
教
育
委
員
会
と
府
教
育
委
員

会
は
十
月
十
八
日
、
京
都
市
・
乙
訓
地

域
の
高
校
入
試
制
度
や
通
学
圏
を
大
幅

に
改
変
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
行
四
通
学
圏
を
南
北
二
通
学
圏
に
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
公
立
高
校
普
通
科

第
Ⅰ
類
の
総
合
選
抜
を
縮
小
（
現
行
八

〇
％
→
七
〇
％
）
し
、
第
Ⅰ
類
の
一
部

と
第
Ⅱ
類
は
全
域
か
ら
選
抜
す
る
制
度

を
導
入
し
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
実
施

す
る
と
い
う
も
の
で
す
（
詳
細
は
京
都

府
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

　
こ
の
問
題
で
は
、
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
へ
の
説
明
な
ど
が
ま
っ
た
く
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者

を
は
じ
め
広
範
な
府
民
か
ら
、
拙
速
な

方
針
決
定
は
し
な
い
よ
う
に
求
め
る
声

が
両
教
育
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
全
域
か
ら
選
抜
す
る
制

度
を
す
で
に
実
施
し
て
い
る
山
城
通
学

圏
で
、
高
校
間
の
序
列
化
と
受
験
競
争

の
激
化
が
す
す
み
、
地
元
の
高
校
に
入

り
に
く
く
、
中
途
退
学
者
が
増
加
す
る

高
校
な
ど
深
刻
な
事
態
が
す
す
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
山
城
通
学
圏
の
総
括
を

生
か
す
よ
う
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
も
、
府
議
会
と

京都市・乙訓
通学圏問題

府
民
の
懸
念
を
無
視
し
た

高
校
入
試
制
度
改
悪
は
や
め
よ

　
い
ま
、
乙
訓
の
府
営
水
道
に
つ
い
て
、

基
本
水
量
の
押
し
付
け
で
、
住
民
が
使

っ
て
も
い
な
い
四
万
六
千
立
方
メ
ー
ト

ル
分
の
基
本
料
金
約
十
五
億
円
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
関
係
市
町
の
住

民
と
自
治
体
財
政
に
大
き
な
負
担
を
強

い
て
い
る
こ
と
が
大
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
六
月
府
会
に
続
き
九

月
府
会
で
も
、
知
事
に
対
し
、
府
営
水

道
条
例
に
も
と
づ
き
、
当
該
市
町
と
協

議
し
「
基
本
水
量
」
を
決
定
し
通
知
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
協
定
」
を
絶
対
と
し
て
、
大
山
崎

町
の
条
例
に
も
と
づ
く
水
量
申
請
の
受

け
取
り
を
拒
否
し
て
い
る
問
題
を
追
及
。

知
事
は
「
協
議
を
行
う
こ
と
が
必
要
」

と
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
知
事
が
「
大
山
崎
町
が
…

一
方
的
に
郵
送
で
送
付
」「
話
し
合
い
に

参
加
を
拒
否
」
し
て
い
る
と
答
弁
す
る

な
ど
、
大
山
崎
町
が
直
接
、
水
量
申
請

書
類
を
提
出
す
る
た
め
京
都
府
に
足
を

運
ん
だ
事
実
を
覆
い
隠
し
、
さ
ら
に
話

し
合
い
に
参
加
す
る
意
思
を
表
明
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
実
を

ね
じ
曲
げ
て
描
く
議
会
答
弁
を
行
っ
た

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
府
営
水
道
問
題
の
解
決
の
道
は
、

「
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
考

え
る
」
こ
と
を
第
一
と
す
べ
き
で
あ
り
、

安
定
的
な
給
水
と
と
も
に
、
そ
の
料
金

が
住
民
に
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
す
で
に

全
国
的
に
も
過
大
な
水
需
要
予
測
や
、

住
民
の
節
水
意
識
の
向
上
、
企
業
の
経

費
節
減
な
ど
状
況
の
変
化
に
と
も
な
っ

て
、
基
本
水
量
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
京
都
府
も
見
習
い
、
姿
勢

を
改
め
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

京
都
市
議
会
の
場
で
こ
う
し
た
府
民
の

声
を
取
り
上
げ
て
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
両
教
育
委
員
会
の
方
針
は
、

こ
う
し
た
府
民
の
懸
念
と
要
望
を
ま
っ

た
く
無
視
す
る
も
の
で
す
。
マ
ス
コ
ミ

か
ら
も
、「
序
列
化
加
速
懸
念
も
」「
『
近

所
の
高
校
』
に
行
け
な
い
生
徒
を
増
や

す
可
能
性
も
高
い
」「
低
学
力
や
生
活
環

境
の
厳
し
い
生
徒
ら
の
進
路
ま
で
目
を

配
っ
た
仕
組
み
に
す
る
こ
と
は『
公
立
』

の
責
務
だ
」
と
の
批
判
が
出
て
い
ま
す
。

　
両
教
育
委
員
会
は
、
教
育
関
係
者
や

保
護
者
、
広
範
な
府
民
、
マ
ス
コ
ミ
の

批
判
や
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今

回
の
方
針
決
定
を
見
直
し
、
府
民
的
な

議
論
を
行
う
べ
き
で
す
。

府
は
住
民
の
声
に
応
え
、

基
本
水
量
の
見
直
し
を

乙訓の
水問題
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二
〇
〇
七
年
九
月
定
例
会
を
終
え
て（
大
要
）

二
〇
〇
七
年
十
月
十
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

　
団
長
　
新
 井
 　
進
　

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
山
田
知
事
が
こ
う
し
た
い
い
わ

け
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
国

の
先
取
り
と
も
い
え
る
「
受
益
と
負
担
」「
自
己
責
任
」

「
自
立
自
助
」
を
基
本
に
し
た
、
新
自
由
主
義
に
も
と
づ

く
「
構
造
改
革
」
路
線
に
よ
る
府
政
運
営
の
あ
り
方
の

破
綻
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
特
徴
の
第
二
は
、
府
民
の
運
動
と
わ
が
党
議
員
団
の

論
戦
が
、
政
治
を
大
き
く
動
か
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
京
都
府
老
人
医
療
費
助
成
制
度
（
六
十
五
歳
か
ら
六

十
九
歳
ま
で
の
窓
口
三
割
負
担
を
一
割
に
抑
え
て
い
る

府
の
独
自
制
度
）
の
窓
口
負
担
を
二
割
と
し
、
所
得
制

限
を
厳
し
く
す
る
案
が
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。
わ
が
党

議
員
団
は
、
議
会
中
に
緊
急
懇
談
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
議
会
で
も
追
及
す
る
中
、
山
田
知
事
も
国
の
高
齢

者
医
療
費
負
担
増
の
凍
結
の
動
き
を
う
け
、「
国
の
今
後

の
推
移
を
見
守
る
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
山
田
知
事
は
「
最
近
国

の
動
き
は
、
財
政
的
な
背
景
が
多
い
」
と
述
べ
、
府
と

し
て
辞
退
届
の
強
要
を
し
な
い
旨
の
「
文
書
」
を
実
施

機
関
に
送
付
す
る
、
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

を
一
学
級
三
十
人
程
度
に
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
方
向

を
示
し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、

議
員
団
と
し
て
高
浜
原
発
の
現
地
調
査
を
行
い
、
耐
震
、

関
係
機
関
と
協
議
し
具
体
的
な
対
応
を
求
め
た
。
ま
た

「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
の
保
全
に
関
す
る
条

例
案
」
は
、
保
全
地
区
の
保
全
を
厳
正
に
行
う
た
め
、
公

共
・
民
間
を
問
わ
ず
、
開
発
行
為
の
事
前
調
査
と
そ
の
た

め
の
体
制
確
立
を
求
め
た
。

二
、
今
議
会
の
特
徴

　
参
議
院
選
挙
の
結
果
と
、
そ
の
根
底
に
あ
る
貧
困
と
格

差
の
広
が
り
に
よ
り
、
今
議
会
は
新
た
な
変
化
の
様
相
を

呈
し
た
。

①
　
そ
の
特
徴
は
第
一
に
、
構
造
改
革
路
線
の
破
綻
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
わ
が
党
議
員
団
が
代
表
質
問
で
、
深
刻
と
な
る
府
民

の
暮
ら
し
を
示
し
「
『
構
造
改
革
』
路
線
を
根
本
か
ら

見
直
し
、
貧
困
を
た
だ
す
府
政
運
営
へ
の
転
換
が
必
要

だ
」
と
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
山
田
知
事
は
「
地
域
間

格
差
が
生
じ
た
」
と
言
い
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡

充
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
負
担
軽
減
措
置
、
企

業
誘
致
条
例
の
改
正
や
中
小
企
業
・
伝
統
産
業
支
援
、

医
師
確
保
対
策
な
ど
に
「
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
」
と
述
べ
た
。

　
　
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
ま
さ
に
わ
が
党
が
、
痛
み
と
負

担
を
押
し
付
け
る
「
構
造
改
革
路
線
」
に
反
対
し
、
府

民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
求
め
実
現
し
て
き
た

　
九
月
十
九
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
た

九
月
定
例
議
会
が
閉
会
し
た
。

一
、
議
案
審
議
の
概
要

　
今
議
会
に
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
十
八
議

案
お
よ
び
人
事
案
件
二
件
が
提
案
さ
れ
た
。
わ
が
党
議
員

団
は
、
京
都
府
立
大
学
と
京
都
府
立
医
科
大
学
及
び
同
附

属
病
院
を
法
人
化
す
る
た
め
の「
公
立
大
学
法
人
定
款
案
」

「
公
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
定
款
案
」
お
よ
び
「
府
立
学

校
授
業
料
等
徴
収
条
例
一
部
改
正
案
」
の
三
件
に
反
対
し
、

人
事
案
件
も
含
め
他
の
議
案
に
賛
成
し
た
。

　
補
正
予
算
で
は
、
医
師
確
保
対
策
と
し
て
奨
学
金
の
増

額
が
提
案
さ
れ
た
が
、
府
北
部
の
医
師
確
保
対
策
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
府
南
部
へ
の
対
策
の
強
化
も
必
要

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、「
京
の
稲
作
担

い
手
緊
急
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
京
都
の
農
業
全
体
を

切
り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

へ
の
加
入
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
点
は
問
題
と
指
摘
し
、

米
価
の
下
支
え
な
ど
、
真
に
役
立
つ
農
業
振
興
策
が
必
要

で
あ
り
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
見
直
し
を
求
め

た
。
　「
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
案
」は
、

マ
ナ
ー
の
向
上
と
合
わ
せ
、
自
転
車
の
走
行
環
境
整
備
が

必
要
で
、
自
転
車
専
用
道
路
や
駐
輪
場
の
整
備
促
進
等
、
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五
、
テ
ロ
特
措
法
、沖
縄
教
科
書
問
題

　
わ
が
議
員
団
提
案
の
「『
テ
ロ
特
措
法
』
の
延
長
及
び
同

趣
旨
の
新
法
制
定
に
反
対
す
る
意
見
書
（
案
）」、「
障
害
者

自
立
支
援
法
の
応
益
負
担
撤
回
な
ど
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
（
案
）」
な
ど
日
本
共
産
党
提
案
の
九
意
見
書

案
を
は
じ
め
、
計
十
六
意
見
書
案
に
つ
い
て
、
自
民
党
提

案
の
「
教
科
書
検
定
に
関
す
る
意
見
書
案
」
に
反
対
し
、

そ
の
他
は
賛
成
し
た
。

　
沖
縄
戦
の
「
集
団
自
決
」
に
対
し
、
軍
の
命
令
・
強
制
・

誘
導
等
の
表
現
が
検
定
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
問
題
に
つ
い

て
、
二
件
の
意
見
書
が
公
明
党
が
両
案
に
賛
成
し
た
こ
と

か
ら
可
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
主
党
提
案
の
「
沖

縄
戦
に
関
す
る
教
科
書
検
定
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」

は
、
検
定
意
見
の
撤
回
と
軍
の
強
制
記
述
の
回
復
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
党
議
員
団
も
賛
成
し
成
立
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
対
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
自
民
党
案
は
、「
集

団
自
決
」
に
つ
い
て
「
日
本
軍
の
命
令
が
あ
っ
た
か
明
ら

か
で
は
な
い
」
と
す
る
意
見
と
「
軍
の
関
与
な
し
に
起
こ

り
え
な
か
っ
た
」と
す
る
意
見
が
あ
り
、「
今
後
の
調
査
」が

必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
議
員
団
は
意
見
書
討
論

で
自
民
党
案
に
つ
い
て
、
十
一
万
人
集
ま
っ
た
沖
縄
県
民

大
会
の
決
議
を
示
し
、「
歴
史
の
真
実
と
沖
縄
の
心
に
そ
む

く
も
の
だ
」
と
厳
し
く
批
判
し
反
対
し
た
。

六
、「
府
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
の

　
あ
り
方
検
討
分
科
会
」
に
つ
い
て

　
　（
略
）

七
、
決
算
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

　
　（
略
）

障
を
来
た
す
危
険
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
第
二
に
、「
経
営
審
議
会
の
委
員
を
二
分
の
一
以
上
外

部
委
員
と
す
る
」
点
に
つ
い
て
、「
外
部
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、
国
立
大
学
と
同
様
に
し
た
」
と
答
弁
し
た
が
、
教

授
会
な
ど
学
内
の
意
見
よ
り
も
外
部
の
意
見
が
大
学
運
営

に
大
き
く
影
響
し
、
大
学
の
自
治
と
学
問
の
自
由
が
侵
害

さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、「
教
授
会
の

了
解
を
得
た
」
と
い
く
ら
強
弁
し
て
も
、
そ
の
事
実
は
ま

っ
た
く
な
く
、
し
か
も
府
職
労
府
立
医
科
大
学
支
部
に
よ

る
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
法
人
化
賛
成
は
わ
ず
か

十
九
人
で
、
反
対
百
四
十
三
人
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」「
わ

か
ら
な
い
」
が
二
百
四
十
三
人
で
、
府
民
的
合
意
ど
こ
ろ

火
災
な
ど
の
対
策
を
具
体
的
に
求
め
、
山
田
知
事
も

「
積
極
的
に
対
応
し
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

三
、
大
学
法
人
化
問
題

　
府
立
二
大
学
の
法
人
化
に
関
わ
る
二
条
例
案
に
つ
い
て

は
、
第
一
に
、
法
人
化
に
よ
っ
て
「
地
域
貢
献
度
や
外
部

評
価
に
よ
っ
て
交
付
金
の
重
点
配
分
が
行
わ
れ
る
」「
経

営
合
理
化
や
人
件
費
削
減
が
進
め
ら
れ
る
」
と
の
わ
が
党

議
員
団
の
指
摘
に
対
し
、
理
事
者
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
法
人
化
そ
の
も
の
が
、
経
営
効
率
を
目
的

と
し
、
先
行
す
る
他
府
県
の
例
か
ら
も
教
育
や
研
究
に
支

か
学
内
合
意
も
な
い
ま
ま
、
法

人
化
あ
り
き
で
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
反
対
し
た
。

四
、
学
校
授
業
料
、 

　
通
学
圏
問
題

　
府
立
高
校
、
府
立
看
護
学
校

等
の
授
業
料
値
上
げ
に
つ
い
て

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
い
い

な
り
に
値
上
げ
す
る
姿
勢
を
批

判
し
、
鳥
取
県
が
授
業
料
据
え

置
き
を
し
て
い
る
事
実
も
示
し
、

府
民
生
活
の
現
状
を
踏
ま
え
、

反
対
し
た
。
一
方
、
民
主
党
は

「
生
活
者
第
一
」と
い
い
な
が
ら
、

府
立
学
校
等
授
業
料
値
上
げ
議

案
に
賛
成
し
た
こ
と
は
重
大
で

あ
る
。（中

略
…
九
ペ
ー
ジ
記
事

参
照
）

１０／１７　府会報告会（京都市）

１０／１７　府市会報告会（京丹後市）
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京都府議会6月定例会での請願の審議結果と意見書の審議結果
創
生

新
政

公
明

民
主

自
民

共
産

審査
結果

紹介議員
会派

付託常任
委員会請願団体名請願名

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択共産農林環境農民組合京都府連合会日豪、日米などＦＴＡ・ＥＰＡ促進路線の転換と自給率向
上に向けた施策の強化を求めることに関する請願

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択共産総務全日本年金者組合京都府本部住民税の増税に反対することに関する請願

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択共産総務京都府商工団体連合会ほか３９
団体

自衛隊による違法な国民監視活動を、ただちに中止するこ
とに関する請願

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択共産厚生京都医療労働組合連合会医療難民・介護難民を生み出す、政府の療養病床削減・廃
止計画の中止を政府に求める意見書採択に関する請願

○○○○○○採択自・民・公厚生社団法人　京都府医師会国民皆保険に関する請願

創
生

新
政

公
明

民
主

自
民

共
産審査結果提出会派意見書案名

○○○○○○採択自民、民主、公明国民皆保険制度等に関する意見書案

○○○○○○採択自民、民主、公明ＷＴＯ新ラウンドにおける農業交渉及びＥＰＡ・ＦＴＡ交渉に関する意見書案

○○○○○蓋採択自民、民主、公明地方の道路整備の安定的財源確保に関する意見書案

△蓋蓋○蓋○不採択民主「消えた年金」問題被害者への速やかな補償を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党住民税増税の中止を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党自衛隊による国民監視の中止を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党「消えた年金」問題を国の責任で解決するよう求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党国民皆保険制度の堅持を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党後期高齢者医療制度の改善を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党療養型病床群の削減・廃止計画の中止を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党日・豪ＥＰＡ（経済連携協定）交渉の中止を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党ＢＳＥ対策の一層の充実を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党道路特定財源の見直しと生活関連道路等の整備を求める意見書案

○○○○○蓋採択自民、公明年金問題に関する国民の不安の早期解決を求める意見書案

京都府議会9月定例会での請願の審議結果と意見書の審議結果
創
生

新
政

公
明

民
主

自
民

共
産

審査
結果

紹介議員
会派

付託常任
委員会請願団体名請願名

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択共産厚生京都障害児者の生活と権利を
守る連絡会障害者自立支援法の応益負担撤回を求めることに関する請願

○○○○○○採択自・民・公警察大原自治連合会大原駐在所移転に関する請願

○○○○○○採択自・民・公労働商工京都府商工会議所連合会中小企業の事業承継円滑化のための税制措置等に関する請願

○○○○○○採択自・民・公労働商工京都司法書士会割賦販売法の改正を求めることに関する請願

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択共産総務安保破棄京都実行委員会ほか
１４団体

テロ特措置法の延長と同趣旨の新法の制定に反対すること
に関する請願

創
生

新
政

公
明

民
主

自
民

共
産審査結果提出会派意見書案名

○○○○○○採択自民、民主、公明私学教育の振興に関する意見書案

○○○○○○採択自民、民主、公明中小企業の事業承継円滑化のための税制措置等に関する意見書案

○○○○○○採択自民、民主、公明割賦販売法の改正を求める意見書案

○○○○○○採択民主、公明嫡出推定に関する民法改正とさらなる運用見直しを求める意見書案

△蓋蓋○蓋○不採択民主テロ特措法の期限を延長せず、真の国際協力の実現を求める意見書案

△○○○蓋○採択民主沖縄戦に関する教科書検定の撤回を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党「テロ特措法」の延長及び同趣旨の新法制定に反対する意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党障害者自立支援法の応益負担撤回など抜本的見直しを求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党後期高齢者医療制度及び高齢者負担増の中止・撤回を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党療養型病床の削減・廃止計画の撤回を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党生活保護制度の運用の適正化及び老齢加算・母子加算の復活を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党ＢＳＥ全頭検査と国庫補助制度の継続を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋蓋○不採択日本共産党私学助成の充実を求める決議案

○○○○○○採択自民、民主、公明「地域安心・安全まちづくり推進法」の早期制定を求める意見書案

△蓋○○蓋○採択民主障害者福祉制度の充実に関する意見書案

△○○蓋○蓋採択自民教科書検定に関する意見書案

○：賛成
蓋：反対
△：会派内で
　　態度が分かれる
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